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回 日 に ち 時 間 内 容

1 10月  3日（木）

午前 10時

～正午

＊はじめましての自己紹介

＊話し合いのルールづくり

＊みんなで話し合うテーマを決めます

 例えば・・・

・しつけのなやみあれこれ

・夫婦で協力し合う子育て

・夜泣き ・発達

・自分の時間を作るには・・・など

2 10月 10日（木）
3 10月 17日（木）
4 10月 24日（木）
5 10月 31日（木）
6 11月 7日（木）

保育つき

「子育てってこんなに大変なの？」「こんな時どうしたらいいの？」「しつけってど

うしてる？」などなど子育てに悩みはつきもの。

ひとりで悩まず、ママ同士の交流を楽しみながら、子どもからほんの少し離れて、

自分や子育てについて、ゆったりと見つめ直すひと時を過ごしてみませんか？ 

ファシリテーターという進行役が話し合いのお手伝いをします。 

●日 程：全６回   

●会   場：白根学習館 

●参 加 費：お茶代600円（6回分） 

●対   象：0歳から5歳までのお子さんを育てているお母さん 

※当講座を未受講、６回全て参加できる方   

●定   員：12名（申込多数の場合は抽選で決定いたします）

●保   育：14名（要申込 生後６ヶ月以上）

●申込み期日：9月20日（金）までにお電話でお申し込みください。 

●申込み・問い合わせ先： 

   南区役所 健康福祉課 児童福祉係 

025－372－6351（直通） 

カナダ生まれの「子育て支援プログラム」Nobody's Perfect 

～NP 講座～

～先輩ママの感想～

共感してもらえて、

すごくリフレッシュ

できました！
～先輩ママの感想～

悩みを話すことで、

気持ちがとっても

楽になりました！
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親子の絆づくりプログラム
赤ちゃんがきた! 

＜申し込み先＞ 

  南区健康福祉課 児童福祉係 ： ０２５-３７２-６３５１  

（平日：午前8：30～午後5：30） 

主催 特定非営利活動法人 ワーカーズコープ 

子育てをひとりで頑張りすぎていませんか。このプログラムは、初めて赤ちゃんを育てるお

母さんを対象とした4回連続の講座です。子育ての疑問や困ったことなど、参加したお母さん

どうしで話し合い、楽しく交流しながら子育てについて学び、親子の絆を深めましょう。 

＊講座は4回連続で、BP認定ファシリテーターが進行します。 

☆対 象   ２～５か月の赤ちゃん（第一子）とその母親 

      なるべく全日程参加でき，以前にこの講座を受けていない方 

  ☆定 員  先着１０組  ＊最低開講人数 ６組 

☆会 場 

 各回 火曜日  【時間】１３：３０～１５：３０ 

第１ 

会期 
５月 １４・２１・２８日、６月４日 

平成３１年１月～３月生まれの赤ちゃん 

（第一子） 

第２ 

会期 
９月 ３・１０・１７・２４日 

平成３１年４月～令和元年６月生まれの赤ちゃん 

（第一子） 

第３ 

会期 
１１月１９・２６日、１２月 ３・１０日 

令和元年７月～９月生まれの赤ちゃん 

（第一子） 

第４ 

会期 
３月 ３・１０・１７・２４日 

令和元年１０月～１２月生まれの赤ちゃん 

（第一子） 

☆受付開始日 第１会期  ４月１５日（月） 

第２会期  ８月 13日（火） 

第３会期 １０月２１日（月） 

第４会期   ２月 3日（月） 

各４回連続講座 内容 

第１回 新しい出会い 

第２回 赤ちゃんのいる生活 

第３回 赤ちゃんとの接し方 

第４回 親になること 

第１会期 白根南児童館   新潟市南区茨曽根3455-2  025-201-6021
第２会期 味方児童館    新潟市南区味方679      025-201-8346
第３会期 白根北児童館   新潟市南区鷲ノ木新田5402   025-379-1260
第４会期 白根健康福祉センター  新潟市南区白根1364番地1２  025-371-1070
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子育て中の保護者が気軽に参加できる「子育て広場」を身近な地域で自主的に
開設し，育児不安の軽減を図ることを目的とした子育て支援リーダーの愛称です。 

◆ 事業実施主体 ◆ 
南区役所健康福祉課 

◆ 育成方法 ◆ 

平成 24 年度から特色ある区づくり予算「地域で子育て応援事業」を実施し，

新潟県立大学人間生活学部子ども学科 教授 小池 由佳氏を講師として子育て支

援リーダーを育成しました。 

◆ 研修・活動内容 ◆ 

【平成24年度】 

○ 子育て支援リーダーの育成およびグループで地域活動ができるよう講習会

を開催 

○ 全６回のリーダー育成講習会（講師：小池由佳准教授）により，１４名のリ

ーダーを育成 

【平成25年度】 

○ 平成 24 年度に育成した子育て支援リーダーのスキルアップ研修を実施

（講師：同上） 

○ 「子育て広場」を9回開催 

【平成26年度】 

○ 「子育て広場」を20回開催 

【平成27年度】 

○ 「子育て広場」を26回開催 

○ 親子でアグリパーティー「いっしょにおひるごはん食べよう！」を開催 

○ アウトリーチ型子育て支援（子育て情報のお届け訪問）に向け，研修会を

実施 

【平成28年度】 

○ 「子育て広場」を30回開催 

○ 参加者から好評をいただいた「いっしょにおひるごはん食べよう！」を 

発展させ，「いっしょにおひるごはん作ろう！」を開催 

○ 「子育て情報のお届け訪問」のモデル実施の開始
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【平成29年度】 

○ 「子育て広場」を33回開催 

○ 昨年度，参加者から好評をいただいた「いっしょにおひるごはん作ろう！」

を発展させ，ＢＰプログラム受講者の交流会を目的としたランチ会

（The！！おむすび会）を開催 

【平成30年度】 

○ 「子育て広場」（６広場）を３３回開催  

○ 白根地区公民館と連携し，「子育てサロン モモ」を新規開設（22回） 

○ ＢＰプログラム受講者の交流会を目的としたランチ会（スペシャルランチ

会）を開催（２回 ３１組 ６２名 ） 

○ NPプログラムの実施（２クール ２４名） 

【令和元年度】 

○ 「子育て広場」（６広場）28回開催、「子育てサロン モモ」19回開設 

○ ＢＰプログラム受講者の交流会を目的としたランチ会を開催 

   （1回 15組30名 ２回目はコロナ感染予防のため中止） 

○ NPプログラムの実施 （２クール 20名） 

（２クール目はコロナウィルス感染予防のため途中中止） 

◆ 子育てオーエンジャー☆みなみが目指すもの ◆ 

子育て中の保護者が地域とつながりを持って，子育てしてほしいです。 

さまざまなノウハウを持っている“子育ての先輩”の力を貸してほしいです。 

◆ 子育て広場開催状況 ◆ 

開催年度 開催回数 参加者数 

平成25年度 9回 203人 

平成26年度 20回 495人 

平成27年度 26回 716人 

平成28年度 ３0回 721人 

平成29年度 33回 692人 

平成30年度 33回 594人 
令和元年度

コロナ予防の為３回中止 
28回 466人 

◆ 子育てサロン開催状況 ◆ 

開催年度 開催回数 参加者数 

平成30年度 22回 379人 

令和元年度 
コロナ予防の為２回中止

19回 268人 
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２０１９年６月１日 

認知症は，誰にでもなる可能性のある病気です。わが国の認知症高齢者の数は、2025(平

成 37)年には約700万人、６５歳以上の高齢者の約5人に 1人に達することが見込まれ

ています。新潟市では、認知症について正しく理解し、認知症の人やご家族を見守り支援

するまちづくりに取り組んでいます。みなさんで認知症に関する知識を深め、認知症の方

ご本人と、そのご家族が安心して暮らしていける地域づくりを考えてみませんか。 

●認知症サポーターとは 

認知症サポーターとは、特別なことをするひとではありません。認知症について正しく理解

し、認知症の人やご家族を温かく見守り自分のできる範囲で活動します。 

 友人や家族に学んだ知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するように努め

るというのもサポーターの活動のひとつです。認知症サポーター養成講座を受講すると、認知

症サポーターになった証であるオレンジリングをお渡しします。 

●ロバ隊長ステッカー・ぬいぐるみ交付について 

 認知症サポーター講座を受講していただいた地域の団体や企業を対象に、認知症サポーター

の存在をお知らせするロバ隊長ステッカー・ぬいぐるみを交付します。 

交付手続きについては、新潟市ホームページ(検索:認知症サポーターになりませんか)をご覧く

ださい。交付申請書の提出先は各区健康福祉課高齢介護担当です。 

●認知症サポーター養成講座 

対象者：地域住民・職域・学校・広域団体・企業等の従事者 

講師 ：キャラバン・メイト（所定の研修を修了した講師） 

内容 ：認知症の症状や具体的な接し方 等 認知症の基礎知識を学びます 

時間 ：６０分から９０分程度（基本時間は90分です） 

教材 ：認知症サポーター養成講座標準教材「認知症を学び地域で支えよう」、オレンジリング 

受講料：無料 

申 込：１０名以上の団体で各区健康福祉課高齢介護担当へ問い合わせ 

※開催予定日の30日前までにお申し込みください 

（講師の都合、予算執行状況等によりご希望の日時に添えない場合があります） 

 ※５０名以上で開催の場合、お申し込み前に各区健康福祉課高齢介護担当へご相談ください 

認知症ってなに？なぜ認知症になる

の？認知症の人や家族との接し方のポ

イントは？など認知症について学んで

みませんか。 
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２０１９年６月１日 

認知症サポーター養成講座 基本カリキュラム 

基本の内容を押さえた上で、適宜、構成・調整します（６０分～９０分 ※基本時間 90分）   

【講座開催連絡先・書類提出先】 

北区健康福祉課  025-387-1325   江南区健康福祉課 025-382-4383 

東区健康福祉課  025-250-2320   秋葉区健康福祉課 0250-25-5679 

中央区健康福祉課 025-223-7221   南区健康福祉課  025-372-6320 

西区健康福祉課  025-264-7330   西蒲区健康福祉課 0256-72-8362 

基本となる内容 標準時間 

●認知症サポーターキャラバンとは １５分 

● 認知症を理解する（１） 

１ 認知症とはどういうものか 

２ 認知症の症状 

３ 中核症状 

  症状１ 記憶障害 

  症状２ 見当識障害 

  症状３ 理解・判断力の障害 

  症状４ 実行機能障害 

  症状５ 感情表現の変化 

４ 行動・心理症状とその支援 

  元気がなくなり、引っ込み思案になることがある 

  身のまわりのことに支障が起こってくる 

  周辺の人が疲弊する精神症状 

  行動障害への理解 

３０分 

● 認知症を理解する（２） 

５ 認知症の診断・治療 

  早期診断、早期治療が大事なわけ 

  認知症の治療 

  認知症の経過と専門家との関係 

  成年後見制度・地域福祉権利擁護事業 

６ 認知症の予防についての考え方 

７ 認知症の人と接するときの心構え 

８ 認知症介護をしている人の気持ちを理解する 

３０分 

● 認知症サポーターとは 

● 認知症サポーターのできること 

１５分 
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